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無気力・無関心・無責任の三無主義に、もうひとつ無感動が加っ

て、四無主義ということが、世間で言われていたことがありました。

若い人たちが温室の中で育ってきたというか、過保護の世界で育っ

てきたせいであろうということだったのです。 

ところで、国学・蘭学者で戯作者の平賀源内の著書に『放屁論（ほ

うひろん）』というのがあります。このなかに、平凡への戒めのこ

とばとして、次のような言葉があります。 

「沈香(じんこう)も焚(た)かず屁もひらず」 

「沈香」は香料の一種、沈丁花科の常緑喬木から作った天然香料

で、「屁」はおならのことです。 

 この言葉は、たいして良いこともしなければ、悪いこともしない。目立った成功もしなけ

れば、たいした失敗もしない。役にも立たなければ害にもならない。平々凡々、いるのやら

いないのやら、そんな人生やそんな生き方を表したものです。 

 このような生き方は、極めてもったいない生き方です。自分という人間は、この広い宇宙

世界で一人しかいない存在であり、しかも、たった一度しか生まれてこない、貴重な存在です。

それが、「沈香(じんこう)も焚(た)かず屁もひらず」では、情けないと思います。 

当の源内という人は、幅の広いスーパーマンであったようで、人にまねのできない行動力と 

創造力の持ち主で、平凡な人生を嫌い、非凡な才能を燃焼させて人生を送ったとのことです。 

私たちも、源内のようなスーパーマンではないにせよ、自分のやりたいことに全力を傾けて

生命を燃やしていきたいものです。 

生徒の皆さんは、無限の可能性を秘めた若樹です。これから先どこまでもぐんぐん伸びてい

きます。自分自身の才能を培い、非凡な人生を送るために、今何ができるのか、何をしなけれ

ばいけないのかを考え、自分の将来の夢に向かって、果敢に挑戦していってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一年生合唱大会 全体合唱の様子】 

平凡への戒め！ 

茨木市立養精中学校 

校長 森田充彦 
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【３月行事予定】 

日 曜 ３月  行  事  時間割 

1 金 公立一般選抜出願① 1・2年学年末考査③ C 特別時間割   

2 土         

3 日         

4 月 公立一般選抜出願② C 月1 月2 月3 月4 月5 道 

5 火 公立一般選抜出願③ 3年生送る会（6限）朝読あり45×５＋６ C 火6 火2 火3 火4 火5 学 

6 水 職員会議 C 水1 水2 水3 水4 水5  

7 木 (3年346限)式練、(1・2年6限)火5 C 木1 木2 木3 木4 木5 火5 

8 金 (3年56限)歌練、式練 C 金1 金2 金3 金4 金5 総 

9 土         

10 日         

11 月 公立一般選抜(3年登校生はAMのみ) C 月1 月2 月3 月4 月5 学 

12 火 (3年125限)式練、歌練 C 火2 火5 火3 火4 火6 道 

13 水 (3年)式練、予行、学活 (2年2～4限)式練、予行   部活停止 C 水1 水2 水3 水4   

14 木 第72回卒業証書授与式               部活停止 C 特 特 特 学  

15 金 （2年3，4組）6限校内授業研 朝読なし45×５昼清掃    部活停止 C 金1 金2 金3 金4 金5  

16 土         

17 日         

18 月 短縮授業（朝読なし45×４） C 特別時間割   

19 火 短縮授業（朝読なし45×４） 公立一般選抜合格発表 C 特別時間割   

20 水 朝読なし50×５ 学年集会、生徒会選挙、大掃除 C 特別時間割  

21 木 春分の日 C       

22 金 修了式    出納管理委員会 C 特 学     

23 土         

24 日         

25 月 春季休業        

26 火         

27 水         

28 木         

29 金         

30 土         

31 日         

 


